小林一茶について

信濃北部の柏原宿（現長野県上水内郡信濃町）の貧農の長男として生まれる。3歳の時に生母を失い、8歳で継母を迎える。しかし、継母に馴染めず江戸へ奉公に出、25歳のとき二六庵小林竹阿に師事して俳諧を学ぶ（論拠不肖ながら、藤沢周平著『一茶』では小林竹阿には実際あったこともなく弟子というのは一茶の詐称との記述がある）。
　29歳の時、故郷に帰り、翌年より36歳の年まで俳諧の修行のため近畿・四国・九州を歴遊する。39歳のとき再び帰省。病気の父を看病したが1ヶ月ほど後に死去、以後遺産相続の件で継母と12年間争う。一茶は再び江戸に戻り俳諧の宗匠を務めつつ遺産相続権を主張し続けた。50歳で再度故郷に帰り、その2年後28歳の妻きくを娶り、3男1女をもうけるが何れも幼くして亡くなり、特に一番上の子供は生後数週間で亡くなった。きくも痛風がもとで37歳の生涯を閉じた。2番目の妻（田中雪）を迎えるも老齢の夫に嫌気がさしたのか半年で離婚。3番目の妻やをとの間に1女・やたをもうける（やたは一茶の死後に産まれ、父親の顔を見ることなく成長し、一茶の血脈を後世に伝えた。1873年に46歳で没）。
　文政10年（1827年）閏6月1日、柏原宿を襲う大火に遭い、母屋を失い、焼け残った土蔵で生活をするようになった。そして同年11月19日その土蔵の中で65歳の生涯を閉じた。
俳句鑑賞：
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　道を行くと藪があり、その根元には残雪がまだ深く残っている。進んで行くとまた藪があり、また雪が続く。けれども、何となく春めいて、春はもう近いと感じられることだ。〔季語〕春めく
雪とけて村いっぱいの子どもか
　雪国の長い冬がようやく終わり、雪が解け出した。家の中にこもっていた子どもたちがいっせいに外へ出て遊んでいて、村じゅうが子どもたちでいっぱいだ。〔季語〕雪とく
春雨や食はれ残りの鴨（かも）が鳴く
　春雨がしとしとと降る中、鴨の鳴き声が聞こえてくる。あの鴨は、冬の間にうまく猟師から逃れた、食われ残りの鴨なのだ。〔季語〕春雨
菜の煮える湯の湧き口や春の雨
　温泉の湧き口に青い菜を突っ込んで煮ている。春雨が静かに降りそそぎ、辺り一面が煙っているようだ。〔季語〕春の雨
大根（だいこ）引き大根で道を教へけり
　畑で大根を引き抜いている人に道を尋ねたら、今抜いたばかりの大根で道を指して示してくれた。〔季語〕大根引き
浅間根のけぶるそばまで畑かな
　浅間山では、煙の出るすぐそばまで耕されて畑になっているよ。〔季語〕畑
　
めでたさも中位（ちゆうくらゐ）なりおらが春
　めでたい新年を迎えた。自分にとっては上々吉のめでたさとはいえないが、まずまず中くらいといったところだろう。〔季語〕春
悠然（いうぜん）として山を見る蛙（かへる）かな
　一匹の蛙が悠然と、はるかかなたの山を眺めていることだ。〔季語〕蛙
梅が香（か）やどなたが来ても欠け茶碗
　わが家の庭にも春が来て梅の香りがただよっている。しかし、こんな貧乏暮らしでは誰が来ても欠け茶碗しか出すことができない。〔季語〕梅
われと来て遊べや親のない雀
　親のない子すずめよ、私も親のないさびしさは、おまえと同じだ｡こっちへ来て、さあいっしょに遊ぼうじゃないか｡〔季語〕雀
雀の子そこのけそこのけお馬が通る
　道に遊んでいるすずめの子よ、そこを早くのけよ。お馬が通るからあぶないぞ。〔季語〕すずめの子
やせ蛙（がへる）まけるな一茶これにあり
　かえるがけんかをしている。やせたカエルよ､がんばれ負けるな｡おれ（一茶）がここについているぞ。〔季語〕蛙
鳴く猫に赤ん目をして手まりかな
　女の子が鞠（まり）をついている。猫がやって来て、遊んでくれとしきりに鳴いてじゃれつくが、女の子はあかんべえをしてまた鞠つきを続けている。〔季語〕手まり
夕月や鍋（なべ）の中にて鳴く田螺（たにし）
　夕月がかかってきた。台所の鍋の中では、タニシがこれから煮られることも知らずに鳴いている。〔季語〕田螺
米まくも罪ぞよ鶏（とり）が蹴合（けあ）ふぞよ
　米をまいてやったら、鶏がそれを争ってけんかする。罪なことをしたものだ、これではうっかり米もまけない。〔季語〕（無季）
研究課題：小林一茶の夏歌について考察しなさい。
